
令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅後期保育士研修

9月4日（月）

1限目・2限目

保育原理（現代に求められる保育）

新井美保子

2017（平成29）年版保育所保育指針の改定のポイントを中心に、現代の保育の考え方につ
いて講義する。具体的には、（１）こども基本法と子どもの権利条約、（２）こども家庭
庁について、（３）社会のニーズと園の役割、（４）幼児教育において育みたい３つの資
質・能力、（５）幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿について、（６）子ども主体
の保育について、等を中心とし受講者と一緒に検討し理解を深める。
　達成目標は、これらの現代に求められる保育目標や保育方法の基本的考え方を知り、具
体的に保育実践と結び付けて理解できるようになることである。

持ち物：厚生労働省編『保育所保育指針解説（平成30年3月）』（フレーベル館）



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅後期保育士研修

9月4日（月）

3限目・4限目

保育者論

大岩みちの

〇 以下の項目に基づき、保育者に求められる基本的力量を改めて理解し、実践上の困難さ
とその解決方法について考える。
1　専門性と同僚性
2　引き出しの多さ
3　関わり方
4　文化的な実践の大切さ
5　専門性の向上

〇 現在の保育者像の目標と現実の自分像を考え併せて、今後の保育者像を再構築し、自分
自身の役割を自覚できるようにする。
（参照: 倉橋惣三『育てのこころ（上）』より「子どもたちを送る日」「詫びる心」）



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅後期保育士研修

9月5日（火）

1限目・2限目

子育て支援保育者論

長谷　守紘

2023年4月1日にこども家庭庁が創設され、こども基本法が施行されました。そこで、まず
「こどもまんなか社会」の実現に向けて、最近の子育て支援の動向について確認します。
その上で、児童虐待、貧困、ひとり親、障害のあるこどもをもつ家庭等の支援について考
えます。これまでに対応が難しいと感じた家庭に対する支援事例について、質的研究法の1
つであるTEMを用いて自ら分析を行います。各自が分析した結果を参加者同士で共有し合
い、支援の過程に共通して生じるターニングポイントやそこに影響を与えた環境について
理解を深めていきます。最後には、今後このような家庭を支援する際に、自分の園で大切
にしたいことを見出すことを目指します。

これまでに対応が難しいと感じた家庭に対する支援事例について思い出しておいてくださ
い。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅後期保育士研修

9月5日（火）

3限目・4限目

子どもの発達と子ども理解　(援助の視点・方法)

白垣　潤

発達とは
発達の要因
発達の特性
主な発達理論（ローレンツ、ボウルビィ、フロイト、エリクソン、ピアジェ）
発達段階の概観（胎児期、乳児期、幼児期、児童期）
子ども理解の方法（観察、面接、心理検査）
援助の視点・方法（個別指導計画、カウンセリング技法）
について基本的な理論をお話しします。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅後期保育士研修

9月6日（水）

1限目・2限目

障害児保育（発達障害の理解・インクルージョン）

中原　竜治

・ インクルーシブ教育・保育について理解し、特別なニーズを有する児や保護者への対応
について理解し、対応ができるようにする。
・ 近年の合理的配慮についての法律的な解釈、実際の保育場面での対応例などについて確
認する。
・ 神経発達症について、最新の知見を吸収する。
・ 神経発達症を抱える児への関わり方のポイントについて学び、活用ができるようにす
る。

持ち物：筆記用具



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅後期保育士研修

9月6日（水）

3限目・4限目

カリキュラム・指導計画立案【演習含む】

西川由美子・小原　幹代・渡部　努

講座の前半では、園の「全体的な計画」を基にした指導計画のあり方について解説し、保
育の記録を通して子どもの現状を捉え、指導計画を立案する意味について学びます。ま
た、日々の保育記録から評価と改善を行い、次の計画へと繋げていくプロセスについて、
具体的な方法を紹介しながら、記録と計画の繋がりについても学びます。
さらに、カリキュラム・マネジメントにおけるカリキュラムの「編成」「実施と評価」
「改善」の3つの側面とカリキュラム・マネジメントを進めていくための視点を解説し、学
びを深めます。
　講座の後半では、グループワークを行い、10月の指導計画を立案します。その中で、
「ねらい」「内容」を明確に捉えた具体的な環境の構成や子どもの活動、保育者の援助の
在り方について、検討します。

持ち物： 受講者が担当しているクラス9月の指導計画のコピー 1部
　　　　 受講者の園で使用している月の指導計画の用紙 1枚
　　　　（10月の指導計画を立案する際に使用します）
　　　　 指導計画立案のための参考資料 等



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅後期保育士研修

9月7日（木）

1限目・2限目

3歳未満児の保育（環境構成・個々の発達を踏まえた保育実践）

野田　美樹

　3法令の改定(訂)に伴い、幼児教育の強化や3歳未満児の保育の充実が求められていま
す。質の高い教育・保育を目指すために、環境を通して行う教育・保育や子どもが自ら環
境に関わって、生活や遊びを通して学ぶことの大切さについて理解を深めます。
　更に、乳児期から教育が始まっていることを意識して、特に3歳未満児の保育は個を大切
に、一人一人の育ちを支えながら関わることの重要性に気付き、保育実践の在り方につい
ては、保育内容の「内容の取扱い」を丁寧に読み取ることから、保育内容の指導法につい
て具体的に理解します。

持ち物：保育所保育指針解説、または、幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅後期保育士研修

9月7日（木）3限目・4限目

9月8日（金）1限目・2限目

保育職の魅力の伝達　【演習①②】【演習③④】

奥薗　知明・渡部　努・水野　恭子

この研修科目では、受講者自身の保育経験を振り返ることを通して、保育職の魅力を再確
認すると共に、その保育職の魅力を後進に向けて伝達・発信することについて演習形式で
進めます。
　演習①・②は、「保育職の魅力とは何か」について、受講者の保育実践の視点からグ
ループで討議します。さらに、討議した保育職の魅力について、後進への効果的な伝達の
方法についてグループワークを行います。
　そして、演習③では、保育者を目指す学生(短大生及び大学生)にグループで検討した保
育職の魅力を伝達(発表)します。その様子を受講者全員が視聴し合うことで、学びを共有
していきます。演習④では、研修全体を振り返り、一人一人が保育職の魅力について再認
識し、明日からの保育実践への意欲に繋げていくことを目指します。

持ち物：
 筆記用具
 発表に向けたまとめを行うために必要なもの〔カラーペン(中字～太字、8色程度)、色鉛
筆(12色程度)、はさみ、のり等〕（9/7(木) 4限［演習②］、9/8(金) 1限［演習③］で使
用）
※詳細については、研修初日（9/4）に口頭で連絡いたします。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅後期保育士研修

9月8日（金）

3限目・4限目

保育士のメンタルヘルス　(保護者対応)

丸山笑里佳

保育者を含め、対人援助職は精神的な調子を崩しやすい職業だと言われています。また、
近年、保育者が子育て支援で担う役割が大きくなりましたが、保護者対応で難しさや困難
感を抱くことが多いのが現状です。 本講義では、子育て支援における近年の動向や保護者
の理解について学びます。また、心の健康、精神科的な問題に関して学び、演習等を含め
て考えます。学びの内容を、保育者自身のメンタルヘルスケアにも、保護者対応にも活か
すことを目的としています。
【達成目標】
１．近年の子育て支援の動向や保護者のおかれている状況について理解し、説明すること
が出来る。
２．心の健康、メンタルヘルスの基礎的知識を習得し、自身のメンタルヘルスケアや保護
者対応に活用することが出来る。

持ち物：筆記用具


